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歳出
34億　　　
3,866万円

歳出
34億　　　
3,866万円

総務費
3億9,615万円
（11.5％）

議会費  5,868万円（1.7％）

民生費
8億2,310万円
　　（23.9％）

衛生費
1億8,441万円（5.4％）

労働費
1,898万円（0.6％）

商工費
1億1,978万円（3.5％）

消防費
1億8,370万円
      （5.3％）

公債費
3億9,797万円
      （11.6％）

農林水産業費
3億8,445万円
　　 （11.2％）

土木費
4億7,155万円
　　 （13.7％）

教育費
3億9,984万円
　　（11.6％）

町債として借りた
お金の返済など

こどもの医療費・予防
接種・健診・ごみ処理
などにかかるお金

道路や河川の整備・
維持にかかったお金

人件費や減債基金積立・
戸籍業務にかかったお金

農業基盤整備や地積調査に
かかったお金

高齢者・障がい者
福祉・保育園・
委託料等

校舎棟空調設備
改修ほか教育全般
にかかったお金

町　税
4億1,719万円
（11.7％）

繰越金
2億50万円
（5.6％） 繰入金

3,710万円（1.0％）

諸収入
6,885万円（1.9％）

その他      2億  581万円（5.8％）
（自主財源）1億2,057万円（3.4％）
（依存財源）     8,524万円（2.4％）

地方譲与税  3,153万円（0.9％）

地方消費税交付金
7,898万円（2.2％）

 町債
2億8,988万円
　　（8.1％）

国庫支出金  
３億2,898万円
　　（9.2％）

県支出金
3億9,535万円
　　（11.0％）

地方交付税
15億2,581万円
　　 （42.6％）

自主財源
町で集めたお金

8億4,421万円
（23.6％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

27億3,580万円
（76.4％）

町民税、固定資産税
軽自動車税など

特別会計や基金から
持ってきたお金

29年度の決算で
繰り越されたお金

県からの
補助金など

国や銀行から
借りたお金

行政の格差をなくす
ため、国から交付
されたお金 一般会計一般会計

歳入
35億　　　
8,002万円

歳入
35億　　　
8,002万円
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一般会計並びに８特別会計の決算は
歳入 一般会計　35億8,002万円 特別会計　18億2, 600万円 総額　54億   602万円（前年比  7億8,230万円減）
歳出 一般会計　34億3,866万円 特別会計　17億3, 692万円 総額　51億7,558万円（前年比  6億9,188万円減）

各会計の決算状況

会　　計　　名 決　　　　　算 差 引 残 高歳　　　入 歳　　　出
一 般 会 計 35億8,002万円 34億3,866万円 1億4,136万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 5億8,541万円 5億5,135万円 3,406万円
介 護 保 険 6億7,453万円 6億3,697万円 3,756万円
後 期 高 齢 者 6,079万円 6,027万円 52万円
簡 易 水 道 1億7,386万円 1億6,732万円 654万円
特 定 地 域 生 活 排 水 1,411万円 1,282万円 129万円
農 業 集 落 排 水 1億2,259万円 1億1,925万円 334万円
下 水 道 1億5,885万円 1億5,526万円 359万円
宅 地 造 成 3,583万円 3,366万円 217万円

　 合 　 　 　 計 　 54億  602万円 51億7,558万円 2億3,044万円
金額は千円以下を切り捨てて表示のため合計金額は一致しません

平  成  30  年  度  決  算  認  定

町債（借金）と基金（貯金）の状況

（30年度末・一般会計分） 平成31年３月末人口：4,364人

町  債
（借金）

基  金
（貯金）

借金 貯金

９月6日から13日まで８日間の日程で定例会が行なわれました。

町民１人あたり

（万円未満切り捨て）
35億3,053万円

約80.9万円
町民１人あたり

（万円未満切り捨て）
26億5,148万円

約60.7万円

５年間の一般会計歳出決算の推移
41億
40億
39億
38億
37億
36億
35億
34億

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

34億
632万円

36億
1,179万円

36億
7,228万円

40億
7,196万円

34億
3,866万円

※割合は 0.1％未満を四捨五入しています。
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一般会計
　　　主な施策をピックアップ！！
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平成30年度 生活環境の改善を考える！

～主な事業を紹介します～総務課関係

・常備消防事務委託	 1億704万円	……	消防救急体制の維持
・消防詰所兼資機材倉庫建築工事	 1,512万円	……	消防団の体制整備（第2分団沢田地内）
・防火水槽設置工事	 647万円	……	消防水利の確保（稲川地内）
・減債基金積立	 4,152万円	……	町債の元利返還金返済の積立

産業観光課関係

・出雲崎地区ライスセンター
　高品質米安定生産対策事業補助金	 678万円	……	火力乾燥機の更新に対する補助（補助率20%）
・県営中山間地域総合整備事業負担金	7,853万円	……	八手地区の基盤整備事業に係る負担金
・多面的機能支払交付金	 1,719万円	……	農地等の保全管理、共同活動
	 	　　	　　施設の長寿命化（18組織）
・地籍調査業務委託	 5,346万円	……	地籍調査（沢田、藤巻）
・海浜クリーン作戦委託	 1,007万円	……	海岸漂着物の清掃
・汐風食堂実行委員会負担金	 853万円	……	汐風食堂実行委員会に対する負担金
・汐風ドリー夢カーニバル実行委員会負担金	504万円	……	汐風ドリー夢カーニバル実行委員会に対する負担金
・出雲崎「美食」めぐり実行委員会負担金	 403万円	……	出雲崎「美食」めぐり実行委員会に対する負担金
・町船まつり協賛会負担金	 586万円	……	船まつり協賛会に対する負担金

教育課関係

・通学バス運行業務委託	 1,936万円	……	大型バス2台を配置し、登校時1回
	 	　　	　　下校時2回運行　利用児童	69人
・中学校校舎棟キュービクル設備改修工事	1,453万円	……	屋内型キュービクルの撤去・新設
・中学校校舎棟空調設備改修工事	 5,529万円	……	普通教室ほか13室の空調設備の改修
・良寛たずね道園路整備工事	 2,346万円	……	良寛記念館の駐車場から展示棟までの
	 	　　	バリアフリー化

子ども未来室関係

・保育実施委託	 1億3,618万円	……	充実した保育の実施
・保育所等整備交付金	 769万円	……	小木之城保育園の外壁補修、照明LED化等
・児童手当	 4,925万円	……	児童手当支給
	 		 （H30.2〜H31.1まで	延4,388人／年）

町民課関係

・資源ごみ分別回収・処理委託	 2,154万円	……生活環境の保全と公衆衛生の向上と適正処理
・一般ごみ収集運搬・処理委託	 3,777万円	……同　上
・ふるさと就職支援商品券利用助成金	 658万円	……新規学卒者等に対し交付（受給者	55人）

保健福祉課関係

・高齢者福祉タクシー利用料助成事業	 521万円	……	高齢者へのタクシー券の支給（利用者	454人）
・子どもの医療費助成事業　	 904万円	……	子どもの医療費の助成（0歳から高校卒業まで）
・定期予防接種事業	 949万円	……	予防接種法に基づく定期接種の実施
・健康増進事業	 824万円	……	18歳以上を対象に実施（健康相談、健康診査）

建設課関係

・除雪委託	 684万円	……	冬季道路・歩道の除雪
	 		 （一斉出動	1回、部分出動	4回）
・町道維持修繕工事	 1,284万円	……	町道の修繕工事
・道路新設改良測量設計業務委託	 4,263万円	……	町道用地測量・設計業務委託
・道路新設改良舗装工事	 1億4,979万円	……	町道の新設・改良・舗装工事
・町新生活スーパー住まい取得	 1,742万円	……	若者・子育て世代の支援（18件）
　　　　　リフォーム支援補助金

消防詰所兼資機材倉庫建築
� （沢田地内）

防火水槽設置
� （稲川地内）

ライスセンター火力乾燥機

町道八王子２号線道路新設工事
� （米田地内）

汐風食堂

良寛たずね道園路整備
� （良寛記念館）

県営中山間地域総合整備事業
� （八手地区）



ここが
聞きたい!!

平成30年度一般会計・特別会計決算は決算審査特別委員会
に付託して審議し、次の意見を付して全会一致で認定されま
した。

中野 勝正 委員長

決 算 審 査
特 別 委 員 会
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社会産業分科会

総務文教分科会

　不用額を圧縮し、財源を有効に活用されるよう
求める。

　良寛記念館の整備が完了し、イベントやマスメ
ディアを活用した結果、入館者数の回復がみられ
た。引き続き、イベントや広報活動に工夫するよ
う求める。

　福祉タクシー券の利用率は、58.8％であるが、
更なる利用率の向上のため、PRに努められるよう
求める。

　空家等実態調査の結果で、357戸の空き家が
あるため、所有者の合意を得て利活用するととも
に、危険家屋については、早急な対応を求める。

　海岸清掃に関しては地域協同作業として、地域
を巻き込んで、環境美化を進められるよう求める。

　滞納税の徴収にあたっては、新潟県徴収機構長
岡班と協力し努力されている。引き続き、税負担
の公平性を確保するために、地道な徴収努力をさ
れることを求める。

　出雲崎おけさは、「日本遺産」の構成要件であり、
今後も継続して、保存に努められるよう求める。 　駅前露店について、使用料と委託料を見直し、駅

前の賑わいに活かすよう求める。

　ふるさと納税の寄附者は増えているので、引き
続き、町の魅力をマスメディア等を通して、発信
し続けることを求める。

　米田遊歩道は、廃止する方向で検討を求める。
　異常気象に対応できる排水路の整備や町道の改
修を、早急に進められるよう求める。

　赤坂山地区農村公園は町有地であり、地域と協
議の上、早急に有効活用の方向性を固められるよ
う求める。

　下水道の統廃合について、今後の経費削減のた
めにも、計画的に進められるよう求める。
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11月11日（月）から 4回の開催
「顔が見える議会」を目指して！

を開催します。

　出まえ議会は、議員が地域に出向いて皆さま
と意見交換を行います。素朴な質問から率直な
意見まで、議会に対する要望やご意見など町民
の皆さまの意見をお聞かせください。

お近くの会場にぜひお越しください。
開催日 会場 開場時刻 担当委員

11月11日㈪ 八手地区農村環境改善センター 午後７時 総務文教委員
11月12日㈫ 立石公会堂 午後７時 社会産業委員
11月15日㈮ 海岸公民館 午後７時 社会産業委員
11月18日㈪ 神条公会堂 午後７時 総務文教委員

中 野 勝 正
小 黒 博 泰
中 川 正 弘

諸 橋 和 史
仙 海 直 樹

三 輪　 正
安 達 一 雄
高 橋 速 円

加 藤 修 三
髙 桑 佳 子

総務文教常任委員 社会産業常任委員
どこの会場
でも参加
できます！！

　出まえ議会
主な内容 議員のなり手不足について



令和元年度９月補正予算
海岸地区空き家対策を本格始動

町屋暮らし住宅改修工事・ふるさと交流住宅改修工事
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会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計 3,587万円 33億7,631万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 3,814万円 7億     14万円

簡 易 水 道 事 業 400万円 2億   280万円

下 水 道 事 業 300万円 1億6,112万円

主な歳入 主な歳出

・固定資産税減年課税分追加（エコパーク）
　……………………………………………… 3,165万円
・県農業農村整備事業分担金・補助金（上中条地区）
　………………………………………………… 560万円
・空き家再生まちづくり支援事業補助金追加�… 100万円
・保育対策総合支援事業費補助金・交付金追加
　………………………………………………… 300万円
・県がけ地近接等危険住宅移転事業事業費補助金減
　……………………………………………… △128万円
・教育費寄附金�� ……………………………… 100万円
・観光費寄附金�� ……………………………… 500万円
・介護保険事業特別会計繰入金追加�� ……… 590万円
・前年度繰越金追加�� ………………………… 981万円

・ふるさと交流住宅改修工事�� ……………… 200万円
・保育対策総合支援事業費補助金�� ………… 280万円
・松本地区バス停建築工事�� ………………… 230万円
・県上中条地区ため池改修工事�� …………… 800万円
・町農業用施設災害復旧事業補助金�� ……… 120万円
・町農地災害復旧事業補助金�� ………………… 80万円
・町屋暮らし住宅改修工事�� ………………… 790万円
・街なみ環境整備工事（アーチ門）………… 250万円
・中学校通学バス運行業務委託料�� ………… 144万円
・海岸地区茶の間事業関連経費�� ……………… 58万円

※１

※１

※２

陳情 陳情第11号
「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学
助成の充実を求める意見書」の採択に関する陳情

陳情第12号
核兵器禁止条約の調印を求める意見書の提出に関する陳情
不採択理由
＊�日本政府は核拡散防止条約に署名し、核兵器保有国に対し、核を減らすように働きかけを行ってい
る。米国をはじめとする核保有国およびドイツ、オーストラリアも不参加で、安全保障政策上、調印
は望ましくないのではないか等の意見があり、全員一致で不採択すべきものと決定しました。

採択

不採択

審査
結果

審査
結果

原案可決議決
結果

可決された意見書
発委第２号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の充実を求め
る意見書

※１※２は教えて定例会で補足



小
黒
議
員

 

木
造
の
坪
単
価

で
考
え
る
と
、
高
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。
利
用
者
は
見

込
め
る
か
。
今
後
、
集
落
で

維
持
管
理
も
し
っ
か
り
や
っ

て
欲
し
い
。

三
輪
議
員

 

補
助
金
は
利
用

で
き
な
い
か
。

加
藤
議
員

 

密
閉
さ
れ
る
場

所
と
な
る
が
、
カ
メ
ラ
等
防

犯
上
の
配
慮
は
な
さ
れ
て
い

る
か
。

髙
桑
議
員

 

段
差
が
あ
る
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
安
全
面
で

の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長

 

費
用
に
つ
い
て

は
、
３
坪
程
度
で
通
常
の
木

造
建
築
よ
り
割
高
に
な
る
。

松
本
集
落
か
ら
管
理
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。
防
犯
上

の
こ
と
に
つ
い
て
は
状
況
を

み
て
対
応
し
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
仕
様
を
検
討
す
る
。

中
野
議
員

 

委
託
料
の
減
で
、

来
場
者
が
減
る
よ
う
な
こ
と

は
避
け
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
課
長

 

当
初
予
算
で
は

具
体
的
に
事
業
が
確
定
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
決
定
し
た

事
に
よ
る
減
で
あ
る
。
10
月

１
日
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

金
澤
翔
子
さ
ん
の
屏
風
等
の

展
示
を
行
う
。

加
藤
議
員

 

入
居
者
の
希
望

で
改
修
す
る
、
あ
る
い
は
専

門
性
の
高
い
建
築
業
者
に
任

せ
る
等
の
方
法
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

建
設
課
長

 

物
件
は
空
き
家

状
態
が
長
く
、
劣
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
早
急
に
町
で

手
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
メ
ー
カ
ー
に
任
せ
る

に
は
、
景
観
保
持
の
目
的
が

達
せ
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

加
藤
議
員

 

台
数
が
減
っ
た

の
か
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
か
。

建
設
課
長

 

当
初
予
算
で
見

込
ん
だ
同
規
模
の
機
械
で
、

入
札
差
金
が
出
た
も
の
。

諸
橋
議
員

 

大
き
く
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
等
が
必

要
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長

 

年
度
末
ま
で
住

宅
の
完
成
予
定
が
対
象
と
な

る
の
で
、
9
月
で
申
請
が
な

い
と
間
に
合
わ
な
い
た
め
、

減
額
と
し
た
。
対
象
は
町
の

約
7
割
程
度
で
あ
り
、
全
町

に
チ
ラ
シ
、
Ｈ
Ｐ
等
で
周
知

し
て
い
き
た
い
。

三
輪
議
員

 

ア
ー
チ
門
等
を

追
加
す
る
場
所
が
、
天
領
の

里
の
駐
車
場
か
ら
見
え
に
く

く
、
三
軒
横
町
の
整
備
等
と

合
わ
せ
て
、
２
本
の
進
入
路

を
作
る
の
は
効
果
が
低
い
の

で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
・
総
務
課
長

 

役
場
内

の
検
討
委
員
会
で
、
観
光
客

を
町
中
に
呼
び
込
み
た
い
と

し
て
計
画
し
た
。
海
岸
地
区

全
体
を
見
た
中
で
、
ア
ク
セ

ス
で
き
る
道
路
は
複
数
あ
っ

た
方
が
良
い
と
考
え
て
整
備

す
る
も
の
。

松
本
バ
ス
停
建
築
工
事
230万円

良
寛
記
念
館

 

集
客
事
業
委
託
料
減
△100万円

町
屋
暮
ら
し
住
宅

 

改
修
工
事
790万円

小
型
除
雪
車
・

 

ド
ー
ザ
ー
購
入
費
減
△890万円

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

 

移
転
事
業
費
補
助
金
減

△512万円

街
な
み
環
境
整
備
工
事
250万円

定 例 会教えて

以前から保護者の要望があったね。学校から3キロ以
上の距離の生徒が対象になるんだ。12月から、登校時
は小学校のスクールバス１便3台に混乗し、下校時は中
学生用に１便2台を運行するよ。

海岸地区の
空き家対策を
詳しく教えて

中学校の
通学バスが、
いよいよ
開始されるね。

「ふるさと交流住宅」はご寄附いただいた旧内藤医院様宅を改
修して、「舛太さん」と命名し、新潟大学他の学生が当町に関わ
るゼミの研究等の活動拠点として、また、地域おこし協力隊隊
員の宿泊所として活用するんだ。「町屋暮らし住宅改修」は、当
町にご寄附いただいた尼瀬のくるまや旅館様隣の旧伊藤様宅を
リフォームし、町営住宅として貸し出す予定だよ。

※１

※２

9 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 元 年 1 0 月 2 3 日第 1 0 5 号

補
正
予
算
質
疑

ここが
聞きたい！！

主なもののうちから抜粋して掲載しています

９月６日

補 正 予 算 質 疑
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全
員
協
議
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

�

現
在
の
状
況
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

６
月
～
７
月
に
、
現

地
体
験
で
５
名
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。
こ
の
ほ
か
に
、
３
名
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
７
月
～
８
月
に

現
地
体
験
を
し
て
も
ら
う
。
宿
泊

は
「
舛
太
さ
ん
」
を
使
用
す
る
。

　

今
年
度
は
２
名
の
協
力
隊
員
を

採
用
し
た
い
。

 　
　
　

 　

十
日
町
市
で
は
、
地

域
事
前
体
験
者
に
は
、
１
日
４
千

円
の
日
当
支
払
い
が
あ
る
と
聞
く

が
、
当
町
で
は
ど
う
な
の
か
。

 　
　
　

 　

当
町
で
は
交
通
費
だ

け
支
払
い
を
し
て
い
る
。

「
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

�

に
つ
い
て

 　
　
　

 　

現
在
ほ
と
ん
ど
の
人

が
、
携
帯
電
話
を
所
持
し
て
い
る
。

町
外
に
い
る
方
に
、
町
の
災
害
関

連
情
報
を
配
信
し
て
、
共
有
で
き

な
い
か
。

 　
　
　

 　

当
町
で
は
防
災
ア
プ

リ
（
住
民
安
全
さ
ん
と
う
）
に
約

４
５
０
人
の
方
が
登
録
を
さ
れ
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
を
利
用
し
て
登
録
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

大
雨
、土
砂
災
害
に
お
け
る

��

避
難
勧
告
指
示（
緊
急
）

�

の
発
令
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

「
避
難
勧
告
等
」
は

こ
れ
ま
で
は
全
町
一
斉
に
発
令
し

て
い
た
が
、
今
後
は
、
適
宜
適
切

な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、

対
象
区
域
を
絞
り
込
ん
で
発
令
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

　

町
内
を
６
ヶ
所
に
区
分
し
て
、

危
険
度
に
応
じ
、
そ
の
周
辺
の
区

域
も
含
め
て
発
令
す
る
。

 　
　
　
　
　
　
　

 　

役
場
の
職

員
だ
け
で
対
応
で
き
る
の
か
。
指

定
管
理
者
の
協
力
が
必
要
と
考
え

る
。

　

災
害
時
は
各
避
難
所
に
全
員
収

容
で
き
る
の
か
。

 　
　
　

 　

各
避
難
所
に
３
人
の

職
員
が
駆
け
つ
け
て
、
カ
ギ
を
開

け
る
が
、
管
理
人
の
協
力
も
お
願

い
し
て
い
く
。

　

当
町
で
は
気
象
情
報
を
外
部
に

委
託
し
て
い
る
の
で
、
早
め
に
町

民
に
知
ら
せ
対
応
を
し
て
い
る
。

 　
　
　

 

集
落
内
で
も
安
全
な
家

屋
等
が
あ
る
の
で
、
災
害
時
に
は

一
時
的
な
中
継
避
難
所
と
し
て
お

願
い
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

出
雲
崎
総
合
戦
略
策
定
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

�
結
果
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

令
和
２
年
度
開
始
の

第
２
期
総
合
戦
略
に
あ
た
り
、
今

後
の
目
標
や
具
体
的
な
施
策
の
立

案
等
、
参
考
と
す
る
た
め
調
査
を

行
っ
た
。

 　
　
　

 　

年
代
別
・
男
女
別
な

ど
、
ど
の
程
度
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
ま
と
め
る
の
か
。

 　
　
　

 　

総
合
戦
略
推
進
会
議

の
委
員
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
、

で
検
討
し
て
い
く
。

 　
　
　

 　

19
歳
～
50
歳
ま
で

の
回
答
率
が
３
割
以
下
で
は
参
考

に
な
ら
な
い
の
で
は
。
再
度
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
べ
き
。

 　
　
　

 　

再
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
考
え
て
い
な
い
。

出
雲
崎
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

　

ブ
ラ
ン
ド
米
の

�

名
称
募
集
に
つ
い
て

 　
　
　
　
　

  

町
で
は
令
和
２
年

度
か
ら
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
な

ど
に
こ
だ
わ
っ
て
生
産
す
る
「
出

雲
崎
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
名
称
を

募
集
す
る
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

応
募
で
き
る
。
最
終
選
定
候
補
者

10
名
以
内
に
一
人
２
万
円
分
の
商

品
券
と
新
ブ
ラ
ン
ド
米
10
キ
ロ
を

進
呈
す
る
。

寄
附
物
件
の

�

空
家
利
用
に
つ
い
て

 　
　
　

  

住
宅
と
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
す
れ
ば
十
分
住
居
可
能

で
、
町
営
住
宅
し
て
貸
し
出
す
こ

と
に
し
た
い
。

 　
　
　

 　

町
営
住
宅
の
空
き
も

あ
る
の
に
、
な
ぜ
７
９
０
万
円
も

か
け
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
や
る
の
か
。

町
外
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
の
か
。

 　
　
　

 　

尼
瀬
地
区
の
景
観
を

考
慮
し
な
が
ら
、
建
物
と
し
て
残

し
た
い
。
人
に
住
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
半
分
、
景
観
の
良
い
建
物
を

残
す
こ
と
が
半
分
で
あ
る
。

　

15
年
連
続
で
居
住
し
て
も
ら
う

と
、
無
償
譲
渡
と
な
る
。
そ
の
後

10
年
間
は
転
売
で
き
な
い
。

　

家
賃
は
１
か
月
３
万
円
と
考
え

て
い
る
。

 　
　
　

 

海
岸
地
区
で
は
、
空
家

が
増
加
し
て
い
る
現
状
で
、
尼
瀬

地
内
に
必
要
な
投
資
を
す
る
。
現

状
を
考
え
る
と
、
結
果
を
求
め
な

が
ら
の
投
資
は
で
き
な
い
と
考
え

る
。
今
回
は
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
前

に
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
７
回　
７
月
17
日

総
務
課
長

中
野
議
員

総
務
課
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

三
輪
議
員
・
加
藤
議
員

総
務
課
長

町
長第

８
回　
８
月
21
日

総
務
課
長

小
黒
議
員

総
務
課
長

加
藤
議
員

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

建
設
課
長

小
黒
議
員

建
設
課
長

町
長

全
員
協
議
会
主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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全
員
協
議
会

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

�

運
行
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗

用
基
準
距
離
は
、
中
学
校
は
３
㎞

以
上
が
対
象
者
と
な
る
。
該
当
す

る
31
名
の
保
護
者
か
ら
全
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
24
名
の
生
徒
の

利
用
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
小
学

校
と
混
乗
と
す
る
た
め
、
集
落
の

小
学
校
の
バ
ス
停
を
利
用
す
る
。

運
行
期
間
は
12
月
１
日
か
ら
３
月

末
ま
で
と
し
た
い
。

　

利
用
料
金
は
無
料
。

 　
　
　
　
　
　
　

 　

  

夕
暮
れ

も
早
く
、
み
ぞ
れ
も
降
っ
て
く
る

中
、
生
徒
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、

も
う
少
し
早
く
か
ら
の
利
用
を
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

利
用
料
金
を
負
担
し
て
も
ら
っ

て
は
ど
う
か
。

 　
　
　

 　

11
月
は
降
雪
が
な
い

の
で
、
12
月
か
ら
運
行
を
始
め
た

い
。

　

利
用
料
金
は
、
今
後
中
学
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
委
員
会
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

２
０
２
０
年
に
創
設
す
る

専
門
人
材
を
派
遣
す
る
制
度

�

活
用
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

「
ふ
る
さ
と
応
援
人

材
派
遣
制
度
」
で
窓
口
を
国
が
設

置
し
た
が
、
災
害
、
農
業
関
係
、

イ
ノ
シ
シ
対
策
等
に
利
用
す
べ
き

で
、
早
め
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
望
む
。

 　
　
　

 　

Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

ド
ロ
ー
ン
等
、
検
討
し
て
当
町
に

合
う
も
の
が
あ
れ
ば
進
め
て
い
く
。

 　
　
　

 

町
で
も
ド
ロ
ー
ン
を
導

入
し
た
い
。
近
年
の
様
々
の
災
害
、

事
件
の
た
め
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
育
成
が
大
切
と
な
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の
最

終
便
を
18
時
か
ら
20
時
に
延
長
で

き
な
い
か
。
町
内
だ
け
の
運
行
を
、

和
島
の
ひ
ら
せ
い
、
西
山
の
ナ
ル

ス
、
脇
野
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

ま
で
拡
大
す
れ
ば
、
利
用
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

 　
　
　

 　

４
月
１
３
５
人
、
５

月
１
６
７
人
、
６
月
１
２
７
人
、

７
月
１
４
０
人
、
８
月
１
８
９
人　

合
計
７
５
８
人
の
利
用
客
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
子
育
て
無
料
券
・
ス
タ

ン
プ
券
等
を
取
り
入
れ
た
。

　

町
外
へ
の
運
行
拡
大
に
つ
い
て
、

運
行
事
業
者
と
検
討
中
で
あ
り
、

合
意
が
必
要
。
今
年
度
中
に
結
論

を
出
し
た
い
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
た

�

観
光
設
備
の
改
修
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

観
光
シ
ー
ズ
ン
中
の

案
内
看
板
の
改
修
は
、
時
期
を
考

え
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

 　
　
　
　
　

  

工
事
の
内
容
や

補
助
金
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
工
期
が

ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
見
極

め
て
対
応
す
る
。

公
の
施
設
（
天
領
の
里
）

　

指
定
管
理
者
の

�

選
定
に
つ
い
て

 　
　
　
　
　

  

町
で
は
越
後
出

雲
崎
天
領
の
里
の
指
定
管
理
者
を

募
集
す
る
。

　

指
定
期
間
を
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
５
年
間
と
し
、
一
般
公
募

と
す
る
。

 　
　
　

 　

レ
ス
ト
ラ
ン
陣
や
の

営
業
時
間
を
延
長
で
き
な
い
か
。

 　
　
　
　
　

  

現
行
の
営
業
時

間
は
、
午
後
５
時
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
、
業
者
と
協
議
の
上
決
定

す
る
。

 　
　
　

 　

地
元
産
の
魚
と
農
産

物
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

 　
　
　
　
　

  

で
き
る
だ
け
、

地
元
産
の
新
鮮
な
食
材
を
レ
ス
ト

ラ
ン
で
使
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に

す
る
。

 　
　
　

 　

指
定
管
理
者
を
選
定

す
る
に
あ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

 　
　
　
　
　

 

利
益
の
み
の
追
求

だ
け
で
な
く
、
道
の
駅
と
い
う
こ

と
を
根
本
に
考
え
て
も
ら
い
、
良

い
も
の
は
引
継
い
で
も
ら
い
、
新

し
い
感
覚
で
道
の
駅
の
営
業
に
携

わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
選
定
し

て
い
き
た
い
。

出
雲
崎
高
校

２
学
級
か
ら
１
学
級
減

�

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

平
成
29
年
に
県
か
ら

２
学
級
か
ら
１
学
級
減
に
な
る
と

報
道
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
今
ま
で
町

長
は
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な

か
っ
た
の
か
。

 　
　
　

 

平
成
29
年
～
30
年
度
の

生
徒
数
が
、
40
人
を
割
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
出
雲
崎
高
校

は
、
特
殊
性
の
あ
る
単
位
制
高
校

な
の
で
、
存
続
す
る
た
め
に
、
町
、

議
会
、
町
民
と
総
力
を
あ
げ
て
行

動
を
起
こ
す
。

 　
　
　

 　

・ 

特
種
性
の
あ
る
カ
ラ
ー
を
強
く

出
す
べ
き
。

・ 

空
き
家
を
利
用
し
て
全
国
か
ら

募
集
し
、
特
性
の
あ
る
高
校
に

し
て
は
ど
う
か

・ 

一
人
一
人
を
丁
寧
に
教
え
て
い

る
出
雲
崎
高
校
の
良
さ
の
Ｐ
Ｒ

不
足
も
あ
る
。

・ 

町
民
と
の
交
流
が
薄
れ
て
お
り
、

地
域
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
。

 　
　
　

 

頑
張
っ
て
や
る
気
の
あ

る
生
徒
は
町
と
し
て
全
力
で
応
援

し
て
い
く
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
、
町
民

の
力
を
結
集
し
て
県
に
要
望
し
て

い
く
。

教
育
課
長

三
輪
・
加
藤
・
小
黒
議
員

教
育
課
長第

９
回　
９
月
13
日

加
藤
議
員

総
務
課
長

町
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

加
藤
議
員

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

小
黒
議
員

産
業
観
光
課
長

加
藤
議
員

産
業
観
光
課
長

三
輪
議
員

山
田
副
町
長

中
野
議
員

町
長

各
議
員
か
ら
の
意
見

町
長



一般質問一般質問一般質問

三輪  　正 議員

2
１
．防
災
と
減
災
対
策
の

強
化
に
つ
い
て

２
．天
領
の
里
へ
バ
ス
路

線
延
長
を

質問項目

14ページ

髙桑  佳子 議員

4
１
．自
主
防
災
の
進
め
方

に
つ
い
て

２
．子
育
て
支
援
や
教
育

現
場
に
お
け
る
人
材

の
充
実
に
つ
い
て

質問項目

16ページ高橋  速円 議員

3
１
．使
用
料
に
つ
い
て

２
．「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

総
合
戦
略
に
つ
い
て

３
．原
子
力
災
害
対
応
、
及

び
再
稼
働
に
つ
い
て

質問項目

15ページ

小黒  博泰 議員

1
１
．今
後
の
イ
ベ
ン
ト
計

画
と
実
施
に
つ
い
て

質問項目

13ページ

４名の議員が質問

9月12日の一般質問にて、婦人会の方をはじめ多くの皆さんから傍聴していただきました。

12い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 元 年 1 0 月 2 3 日第 1 0 5 号

一

般

質

問



13 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 元 年 1 0 月 2 3 日第 1 0 5 号

一

般

質

問

Q&A今後のイベント計画と
� 実施について

町民の参加が必要町長

小黒 博泰 議員

画
・
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

単
に
華
や
か
で
な
く
、
小
規

模
で
も
外
部
に
即
発
信
し

て
、
大
勢
の
皆
様
に
来
て
頂

く
様
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
行

か
な
け
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
の
効

果
は
無
い
と
考
え
る
。

　
現
時
点
で
は
な
い

小
黒

 

現
在
、
過
去
の
イ

ベ
ン
ト
内
容
の
問
題
点
を
検

討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
と

答
弁
が
あ
っ
た
。
現
時
点

で
、
中
止
に
な
っ
た
イ
ベ
ン

ト
に
代
わ
る
具
体
的
な
計
画

や
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

町
長

 

次
の
イ
ベ
ン
ト
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
」
等
で
の
町
民
の
意
見
を

集
約
し
な
が
ら
、
内
部
を
挙

げ
て
的
確
に
、
効
果
の
上
が

具
体
的
な
計
画
は
あ
る
か

る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
行

か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

小
黒

 

船
ま
つ
り
を
例
に

す
る
と
、
船
団
パ
レ
ー
ド
が

終
わ
る
と
人
が
い
な
く
な

る
。
シ
ョ
ー
な
ど
、
お
客
さ

ん
が
見
て
い
る
だ
け
の
内
容

で
は
滞
在
時
間
が
短
い
と
思

う
。
お
客
さ
ん
が
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
企
画
が
必
要
と

考
え
る
が
。

町
長

 

基
本
的
に
は
、
町

民
の
絆
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
町
の
行
事
に
は

家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
、
賑
わ
い
が

外
に
発
信
さ
れ
て
大
勢
の
皆

さ
ん
か
ら
来
て
頂
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
頂
い
て
、
一

人
で
も
多
く
参
加
す
る
事
が

基
本
と
考
え
る
。

　
十
分
に
取
入
れ
る

小
黒

 

町
民
の
参
加
が
必

要
と
言
う
が
、
イ
ベ
ン
ト
に

興
味
が
無
け
れ
ば
参
加
は
少

な
い
と
思
う
。
今
後
の
計
画

に
町
民
の
意
見
を
取
入
れ
る

考
え
は
あ
る
か
。

イ
ベ
ン
ト
に
町
民
の
意
見

を
取
入
れ
る
考
え
は

町
長

 

十
分
に
取
入
れ

る
。
町
民
の
発
案
し
た
イ
ベ

ン
ト
は
育
つ
。
行
政
主
動
だ

け
で
は
な
く
、
町
民
が
意

欲
的
に
行
う
も
の
に
対
し
て

は
、
全
面
的
に
応
援
す
る
。

　
地
域
の
課
題
は
何
か
を

�

考
え
る
必
要
が
あ
る

小
黒

 

イ
ベ
ン
ト
実
施
に

あ
た
っ
て
、
何
が
一
番
の
問

題
点
で
あ
る
と
考
え
る
か
伺

う
。町

長

 

良
寛
、
日
本
遺
産

な
ど
を
地
道
な
が
ら
で
も
、

伝
統
を
継
承
し
経
済
効
果
を

求
め
た
い
。
地
域
の
課
題
は

何
で
あ
る
の
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

小
黒

 

今
後
の
計
画
に
若

い
人
達
の
意
見
を
十
分
に
取

入
れ
て
頂
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
実
施
の
問
題
点

は
な
に
か

　
内
容
を
検
討
し
、

�

外
部
発
信
す
る

小
黒

 

今
年
度
、
町
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
汐
風

食
堂
、
汐
風
ド
リ
ー
夢
カ
ー

ニ
バ
ル
は
な
く
な
り
、
出
雲

崎
お
け
さ
全
国
大
会
も
第
30

回
を
節
目
に
最
後
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
出
雲

崎
を
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
と
し
て

一
番
必
要
で
、
観
光
人
口
の

増
加
に
も
繋
が
る
と
考
え

る
。
町
と
し
て
、
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
計
画
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

 

先
日
、
「
日
本
の

祭
り
が
大
ピ
ン
チ
、
次
々
に

中
止
」
と
言
う
番
組
報
道
が

あ
っ
た
。
当
町
に
於
い
て

も
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
き
た
が
、
あ
る
程
度

目
的
を
達
成
し
、
一
過
性
な

も
の
で
あ
る
観
点
か
ら
、
費

用
対
効
果
等
を
考
え
た
上
で

一
部
中
止
し
た
。

　

出
雲
崎
お
け
さ
全
国
大
会

も
改
め
て
仕
切
り
直
し
、
内

容
を
検
討
し
た
中
で
、
違
う

方
法
で
継
続
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
を
計

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
計
画
の

考
え
は

最後の出雲崎おけさ全国大会

今年の船まつり



14い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 元 年 1 0 月 2 3 日第 1 0 5 号

Q&A防災と減災対策の強化を急げ

対策に万全を期す町長

三輪 　正 議員

一

般

質

問

三
輪

 

大
雨
に
よ
る
、
た

め
池
の
氾
濫
や
崩
壊
の
危
険

性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
当
町
の
た
め
池
の
実
態

把
握
と
対
策
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。

町
長

 

町
内
の
た
め
池
は

57
カ
所
。
重
点
た
め
池
と
し

て
、
県
に
大
門
と
上
小
竹
の

２
カ
所
を
報
告
し
た
。
今
後

と
も
た
め
池
の
調
査
を
実
施

し
て
危
険
防
止
に
努
め
る
。

三
輪

 

災
害
時
の
生
活
用

水
（
洗
濯
や
ト
イ
レ
等
）
の

確
保
の
た
め
、
個
人
所
有
の

「
井
戸
水
」
を
調
査
し
、
事

前
に
所
有
者
と
町
で
協
定
を

結
び
、
災
害
時
の
協
力
井
戸

に
登
録
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

町
長

 

上
野
山
、
相
田
な

ど
昔
か
ら
知
ら
れ
た
清
水
が

た
め
池
の
実
態
調
査
で

危
険
防
止
を

個
人
所
有
の
井
戸
利
用
協

定
を

あ
る
。
個
人
の
井
戸
利
用
に

つ
い
て
実
施
し
て
い
る
他
市

町
村
で
「
問
題
が
生
じ
て
い

る
」
と
聞
い
て
い
る
が
、
用

水
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
の

で
検
討
す
る
。

三
輪

 

自
主
防
災
組
織
な

ど
住
民
と
の
連
携
が
重
要
と

考
え
る
が
、
具
合
的
に
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

自
主
防
災
組
織
な
ど

協
力
体
制
を

三
輪

 

観
光
立
町
を
目
指

す
当
町
に
お
い
て
、
観
光
拠

点
「
天
領
の
里
」
の
賑
わ
い

は
重
要
で
あ
る
。

　

県
外
や
長
岡
市
の
お
客
様

の
利
便
が
悪
く
、
自
家
用
車

以
外
は
大
変
評
判
が
悪
い
と

聞
く
。
前
を
通
る
柏
崎
線
も

一
日
３
便
で
土
日
祝
日
な
ど

は
運
休
で
あ
る
。

三
輪

 

台
風
、
大
雨
、
地

震
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
多
く

の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

千
葉
県
で
も
台
風
に
よ
る
強

風
に
よ
り
、
長
期
停
電
な
ど

想
定
外
の
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。

　

今
後
も
異
常
気
象
に
よ

り
、
益
々
被
害
の
増
大
が
危

惧
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
事
前

の
防
災
、
減
災
対
策
の
重
要

性
が
今
後
一
層
増
し
て
い

く
。
具
体
的
に
次
の
４
点
に

つ
い
て
町
の
対
策
を
伺
う
。

三
輪

 

避
難
所
開
設
で
町

職
員
の
配
置
、
備
蓄
品
、
避

難
者
対
策
に
問
題
は
な
い

か
。町

長

 

避
難
所
開
設
は
他

市
町
村
よ
り
、
早
め
の
対
応

を
す
る
。
町
民
の
生
命
を
守

る
事
を
第
一
に
今
後
と
も
万

全
の
態
勢
で
あ
た
る
。

避
難
所
開
設
に
問
題
は
な

い
か

天
領
の
里
へ
バ
ス
路
線
延
長
を

路
線
延
長
は
難
し
い

町
長

　

尼
瀬
地
区
は
港
も
あ
り
、

「
観
光
重
点
地
区
」
で
あ
る
。

観
光
振
興
と
住
民
の
交
通
確

保
の
た
め
、
バ
ス
運
行
業
者

に
長
岡
駅
線
の
路
線
延
長
を

強
く
要
望
す
べ
き
と
考
え
る

が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

 

残
念
な
が
ら
、
バ
ス

路
線
の
延
長
は
困
難
で
あ
る
。

町
長

 

町
な
ど
の
公
助
の

み
で
は
限
界
で
あ
る
。
積
極

的
に
地
区
、
住
民
の
協
力
体

制
を
進
め
て
い
く
。

町防災訓練（8/22）参加の出中生



15 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 元 年 1 0 月 2 3 日第 1 0 5 号

一

般

質

問

Q&A原発再稼働は慎重に !!
使用料は見直せ！
そして総合戦略は地元への配慮拡充を！

原発再稼働には慎重だ
使用料は現状でよい
総合戦略は人口減少への備えだ

町長

高橋 速円 議員

高
橋

 

各
家
庭
に
平
成
28

年
作
成
の
「
原
子
力
災
害
対

応
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
が
配
布

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
記
さ
れ
て
い
る
避

難
対
応
に
つ
い
て
は
全
面
緊

急
事
態
で
も
屋
内
退
避
を
基

本
行
動
と
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
を
町
民
が
守
る
の

か
。
目
の
前
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
と
７
５
０
０

台
の
避
難
す
る
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
車

が
通
る
の
を
だ
ま
っ
て
見
て

い
ら
れ
る
か
？

　

現
実
的
な
避
難
計
画
で
な

け
れ
ば
困
る
。

　
八
手
改
善
セ
ン
タ
ー
は

�

完
璧
だ

町
長

 

町
は
八
手
改
善
セ

ン
タ
ー
を
原
子
力
災
害
へ
の

対
処
と
し
て
完
璧
を
期
し

た
。
現
実
に
は
避
難
計
画
は

難
し
い
。

再
稼
働
は
極
め
て
慎
重
に
！

高
橋

 

原
発
へ
の
町
民
の

現
実
的
な
避
難
計
画
を
！

意
識
は
近
年
た
い
へ
ん
変

わ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

再
稼
働
に
つ
い
て
は
極
め
て

慎
重
で
あ
る
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
か
？

　
再
稼
働
は

は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
い
く

町
長

 

県
と
地
元
２
市
村

だ
け
で
再
稼
働
を
決
め
て
よ

い
の
か
、
明
確
に
申
し
上
げ

て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
備
え
に

入
れ
歯
と
眼
鏡
を
！

高
橋

 

日
頃
か
ら
の
備
え

に
入
れ
歯
、
眼
鏡
、
薬
を
強

調
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

使
用
料
無
料
は
見
直
せ
！

高
橋

 

使
用
料
が
近
隣
で

無
料
で
あ
る
こ
と
は
評
価
す

る
が
財
政
事
情
か
ら
み
て
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
安
い
宣
伝
費
だ

町
長

 

健
康
保
持
か
ら
み

る
と
投
資
と
し
て
は
安
い
と

み
て
い
る
。

総
合
戦
略
は

生
粋
の
地
元
町
民
へ
の

支
援
充
実
を
！

高
橋

 

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」に
つ
い
て
、

出
雲
崎
に
住
み
続
け
て
い
る

皆
さ
ん
へ
の
支
援
の
年
齢
を

拡
げ
、
助
成
対
象
項
目
を
緩

和
し
家
庭
の
奥
さ
ん
方
が
助

か
る
応
援
策
が
で
き
な
い
か
？

　
し
っ
か
り
検
討
す
る

町
長

 

基
本
的
に
は
人
口

減
少
に
ど
う
備
え
る
か
、
自

然
減
を
い
か
に
食
い
止
め
る

か
だ
。
軽
々
に
答
弁
で
き
な

い
が
し
っ
か
り
検
討
し
反
映

し
た
い
。

高
橋

 

町
の
原
発
避
難
計

画
は
現
実
的
で
な
い
。
Ｐ
Ａ
Ｚ

（
即
時
避
難
区
域
）
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ

（
避
難
準
備
区
域
）
の
括
り
で

い
う
と
、
出
雲
崎
は
柏
崎
刈

羽
原
発
か
ら
の
距
離
か
ら
半

径
概
ね
５
～
30
㌔
圏
内
の
Ｕ

Ｐ
Ｚ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
半

径
５
㌔
以
内
が
Ｐ
Ａ
Ｚ
で
、
10

㌔
ち
ょ
っ
と
の
出
雲
崎
は
Ｕ
Ｐ

Ｚ
と
い
う
が
風
向
き
な
ど
状

況
か
ら
み
る
と
限
り
な
く
Ｐ

Ａ
Ｚ
で
は
な
い
か
。
疑
問
を
抱

く
が
町
長
の
認
識
を
伺
う
。

　
気
持
ち
と
し
て
は

�

限
り
な
く
Ｐ
Ａ
Ｚ
だ

町
長

 

い
ま
県
は
「
三
つ

の
検
証
」
中
だ
が
Ｐ
Ａ
Ｚ
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
範
疇
の
中
に
関

わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ
の

結
果
を
待
っ
て
い
る
が
気
持

ち
と
し
て
は
限
り
な
く
５
㌔

以
内
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
入
る
と

思
っ
て
い
る
。

原
発
は
限
り
な
く
Ｐ
Ａ
Ｚ

で
は
な
い
か
？
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Q&A地域防災の進め方について

各集落で検討いただき
� 避難家屋等を確認する

町長

髙桑 佳子 議員

一

般

質

問

髙
桑

 

女
性
の
消
防
団
へ

の
入
団
が
あ
る
。
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
だ
が
、
体
制
を
整

え
て
募
集
を
か
け
た
他
町
村

と
は
状
況
が
異
な
り
、
当
町

に
お
い
て
は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
る
。
予
防
広
報
や
高
齢

者
宅
の
訪
問
、
救
急
救
命
講

習
な
ど
、
女
性
が
活
躍
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
多
い
と
考

え
る
が
、
受
け
入
れ
る
環
境

は
十
分
か
。
今
ま
で
経
験
が

な
い
こ
と
を
進
め
る
わ
け
だ

が
、
さ
ら
に
募
集
を
進
め

て
、
女
性
団
員
の
意
見
を
十

分
に
引
き
出
し
、
活
動
を
広

げ
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

消
防
団
員
の
確
保

が
厳
し
い
な
か
で
、
女
性
か

ら
入
団
の
申
込
み
が
あ
り
、

大
変
有
難
く
思
う
。
現
在
、

消
防
団
の
幹
部
会
議
に
お
い

て
、
入
団
後
の
所
属
、
活
動

内
容
、
今
後
の
女
性
消
防
団

の
募
集
の
考
え
方
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
お
り
、
決
定
し

て
い
き
た
い
。
入
団
さ
れ
る

方
の
ご
意
思
は
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
い
く
。
お
二
人
の

活
動
を
通
じ
て
、
ぜ
ひ
輪
を

広
げ
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。

髙
桑

 

学
校
の
夏
期
休
暇

中
、
公
的
な
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
と
し
て
の
児
童
ク
ラ

ブ
や
町
民
プ
ー
ル
等
で
は
、

見
守
る
側
の
人
材
確
保
が
難

し
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

安
全
第
一
な
場
だ
が
、
町
内

だ
け
で
人
材
を
確
保
す
る
の

は
、
こ
れ
か
ら
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。

　

長
岡
市
で
は
、
長
期
期
間

中
、
教
育
補
助
員
・
介
助
員

の
雇
用
は
一
旦
切
れ
る
た

め
、
休
暇
中
に
他
の
仕
事
を

す
る
方
も
い
る
。
行
政
か
ら

働
き
か
け
て
、
連
携
を
取
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

 

子
ど
も
た
ち
が
公

的
な
場
所
で
安
心
安
全
に
過

ご
せ
る
こ
と
は
健
全
育
成
に

重
要
な
事
業
と
認
識
し
て
い

る
。
見
守
り
側
の
人
材
確
保

は
継
続
的
な
就
労
を
前
提
と

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
一
定
の
資
質
の
備

わ
っ
た
人
材
の
確
保
を
図

り
、
働
け
る
環
境
作
り
が
必

要
で
あ
る
。

　

近
隣
市
の
児
童
ク
ラ
ブ
は

ど
こ
も
人
材
確
保
に
苦
労
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

柏
崎
市
か
ら
は
人
材
の
や
り

と
り
は
難
し
い
が
、
広
域
で

の
支
援
員
の
人
材
バ
ン
ク

等
、
お
互
い
メ
リ
ッ
ト
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
協
力
し
た
い
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

　

当
町
と
し
て
、
継
続
的
な

就
労
の
た
め
の
待
遇
改
善
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

髙
桑

 

子
ど
も
た
ち
の
一

番
近
く
で
支
援
を
す
る
方
々

の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の

研
修
等
は
ど
う
行
わ
れ
て
い

る
か
。
１
町
１
小
中
学
校

で
、
他
校
と
の
有
益
な
情
報

交
換
の
場
が
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。

町
長

 

確
か
な
資
質
向
上

は
不
可
欠
で
あ
り
、
今
年

度
、
全
職
員
の
合
同
研
修
は

５
回
、
他
に
介
助
員
対
象
と

し
た
研
修
・
講
義
等
も
行
っ

た
。
多
様
化
複
雑
化
す
る
現

場
で
対
応
す
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
の
研
修
の
あ
り
方
を

検
討
し
、
研
修
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

髙
桑

 

７
月
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
各
集
落
内
で

中
継
避
難
所
と
な
り
う
る
家

屋
を
確
認
し
、
地
域
で
行
動

す
る
こ
と
を
考
え
て
行
く
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

対
し
て
、
早
急
に
対
応
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
い
つ
ま
で

に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
自

助
・
共
助
を
進
め
る
た
め
に

は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
仲
間

意
識
の
醸
成
や
防
災
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
と
思
う
。
そ
の
方
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
。

町
長

 

各
集
落
内
で
安
全

地
帯
、
安
全
な
家
屋
を
確
認

し
て
、
必
ず
避
難
し
て
い
た

だ
く
事
を
考
え
て
い
く
。
集

会
所
が
安
全
で
あ
る
と
は
限

ら
ず
、
身
近
に
あ
る
安
全
な

場
所
に
、
ま
ず
避
難
し
て
い

た
だ
く
事
を
進
め
て
い
く
。

早
急
に
区
長
会
議
に
お
い
て

お
願
い
し
、
各
集
落
内
で
防

災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
、

避
難
場
所
等
を
ご
相
談
い
た

だ
く
よ
う
依
頼
す
る
。

子
育
て
支
援
現
場
で
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

他
町
村
も
人
出
不
足
で
難
し
い

町
長
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行政視察報告

北
海
道
　
知し
り
内う
ち

町ち
ょ
う

一
次
産
業
の
担
い
手
不
足
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

北
海
道
　
福ふ
く
島し
ま

町ち
ょ
う

町
民
・
議
会
・
行
政
が
協
働
し
て
政
策
の
実
現
と 

議
会
・
議
員
の
評
価
制
度
に
つ
い
て

町
の
概
要

　

知
内
町
は
、
北
海
道
の
渡
島
半

島
南
西
部
に
位
置
し
、
青
函
ト
ン

ネ
ル
出
入
り
口
で
、
函
館
市
ま
で

約
40
㎞
の
町
で
あ
る
。
８
月
末
現

在
で
人
口
は
４
、３
２
５
人
、
世

帯
数
２
、０
７
４
世
帯
、
面
積
約

197
㎢
で
あ
る
。
山
林
が
約
81
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
の
発
生
が
大
き
く
期
待

で
き
、
北
島
三
郎
の
故
郷
の
町
で

も
あ
る
。

研
修
内
容

　

地
域
産
業
の
担
い
手
確
保
と
、

地
域
材
利
用
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　

地
域
産
業
の
担
い
手
確
保
は
、

平
成
28
年
度
に
「
知
内
町
林
業
担

い
手
確
保
推
進
協
議
会
」
を
設
立

し
、
２
ヵ
年
計
画
で
全
道
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
活
動
。
平
成
30
年

度
か
ら
、全
産
業
へ
拡
大
し
て
「
知

内
町
地
域
産
業
担
い
手
対
策
連
絡

協
議
会
」
を
設
立
し
た
。

　

町
長
に
よ
る
高
校
生
へ
の
地
域

産
業
Ｐ
Ｒ
講
話
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
施
、
移
住
定
住
イ
ベ
ン

町
の
概
要

　

福
島
町
は
南
は
津
軽
海
峡
、
北

は
大
千
軒
岳
に
囲
ま
れ
た
面
積
が

187
・
２
㎢
、
人
口
は
４
、５
９
１

人
で
、
自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。

ま
た
、
横
綱
千
代
の
山
と
千
代
の

富
士
を
生
ん
だ
「
横
綱
の
里
」
と

し
て
も
有
名
で
あ
る
。

　

町
の
主
な
産
業
は
漁
業
で
、
全

国
最
大
の
生
産
量
の
「
ス
ル
メ
」

と
「
真
昆
布
」
が
特
に
有
名
な
町

で
あ
る
。

研
修
内
容

　

平
成
17
年
度
に
導
入
さ
れ
た
、

「
議
会
評
価
制
度
」
及
び
「
議
員

自
己
評
価
制
度
」
は
当
時
、
全
国

初
の
議
会
版
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
「
行

政
」「
財
政
」「
教
育
」「
福
祉
」「
そ

の
他
」
の
５
分
野
ご
と
に
政
策
課

題
を
掲
げ
「
取
組
み
」
と
「
結
果
」

に
つ
い
て
三
段
階
で
自
己
評
価
し

て
公
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
夜
間
議
会
の
開
催
や
、

全
て
の
会
議
を
原
則
公
開
を
し
た

り
、
ラ
イ
ブ
中
継
・
動
画
配
信
を

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
録
画

配
信
し
て
い
る
。

ト
参
加
、
マ
ス
コ
ミ
と
の
連
携
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま

た
、
全
国
初
の
カ
ラ
マ
ツ
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
住
宅
の
、「
し

り
う
ち
地
域
産
業
担
い
手
セ
ン

タ
ー
」（
研
修
・
宿
泊
施
設
）
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
が
重
要
と
考
え
、

不
用
木
材
を
チ
ッ
プ
に
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
役
場
・
子
ど

も
交
流
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
暖
房
、
町

民
プ
ー
ル
の
温
水
化
に
活
用
し
て

い
た
。
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
も
努
め

て
い
る
。

　

当
町
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
と
、
録
画

配
信
を
や
る
べ
き
と
提
言
さ
れ
た
。

／9　　26

／9　　26
行
政
視
察
報
告

所
見

　
「
地
材
地
消
」「
地
材
地
生
」
の

考
え
の
基
で
、
前
向
き
な
施
策
を

行
っ
て
い
る
よ
う
感
じ
た
。
福

祉
・
教
育
・
子
育
て
な
ど
の
施
策

も
大
事
で
あ
る
が
、
地
域
産
業
の

発
展
に
よ
る
、
移
住
・
定
住
者
確

保
も
重
要
で
あ
る
事
を
勉
強
さ

せ
て
頂
い
た
。�

（
小
黒
博
泰
）

所
見

　

さ
す
が
全
国
か
ら
議
会
の
視

察
が
あ
る
と
聞
き
納
得
し
た
。
議

会
と
議
員
の
皆
様
の
質
の
高
さ

で
町
民
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て

い
た
。

　

町
民
の
厳
し
い
目
が
い
つ
も

議
員
に
向
け
ら
れ
て
い
る
事
や
、

自
己
評
価
が
公
表
さ
れ
る
た
め
、

毎
日
が
大
変
で
あ
る
。
私
も
福
島

町
の
議
員
に
追
い
つ
く
た
め
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

�

（
安
達
一
雄
）
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議
会
報
特
別
委
員
会

　
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
が
８
月
22
日
、
五
か
字
地
区

で
行
わ
れ
、
地
区
住
民
と
出
雲
崎
中

学
校
の
生
徒
、
出
雲
崎
町
防
災
士
会

等
、
約
110
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
区
住
民
の
避
難
か
ら
始
ま
り
、

中
学
生
の
避
難
所
設
営
訓
練
で
は

炊
き
出
し
も
行
わ
れ
、
豚
汁
と
非
常

食
の
ご
飯
を
み
ん
な
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
大
変
わ
か
り
や
す

く
必
要
性
を
説
明
し
た
防
災
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
し
た
後
、
防
災
士
会
に
よ

る
普
通
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
恥
ず
か
し
さ
も

あ
る
と
思
う
の
に
、
大
き
な
声
で

堂
々
と
実
践
し
て
い
て
、
と
て
も
頼

も
し
か
っ
た
で
す
。

　
先
般
、
あ
る
会
で「
出
雲
崎
町
で

は
、
中
学
生
が
参
加
し
て
避
難
訓
練

を
や
っ
て
い
ま
す
。」と
、
紹
介
し

た
と
こ
ろ
、「
大
変
す
ば
ら
し
い
。

ぜ
ひ
う
ち
の
町
で
も
や
り
た
い
。」

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
地
域
に
根
付

い
て
、
み
ん
な
で
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
髙
桑
佳
子
）

　
　
委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
安
達
一
雄

　
　
委
　
員
　
　
中
野
勝
正

　
　
委
　
員
　
　
三
輪
　
正

　
　
委
　
員
　
　
小
黒
博
泰

　
今
年
の
夏
は
、
猛
暑
日
の
連

続
で
、
作
物
の
管
理
に
も
、
毎

日
の
体
調
管
理
に
も
、
大
変
な

思
い
を
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
が
、
30
年
度

の
決
算
審
査
を
行
い
、
町
に
対

し
て
13
項
目
の
意
見
を
付
し
て
、

決
算
認
定
し
ま
し
た
。
２
つ
の

分
科
会
で
の
報
告
を
御
覧
頂
き
、

議
会
に
対
し
て
率
直
な
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様

に
内
容
の
あ
る
記
事
で
、
行
政

や
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
て
ま

い
り
ま
す
。
　
（
安
達
一
雄
）

後
二
十
年
後
全
く
通
用
し
な

い
可
能
性
が
非
常
に
高
い
で

す
。

　
明
る
く
と
も
厳
し
い
未
来

が
あ
る
出
雲
崎
町
で
、
強
く

生
き
る
工
夫
が
大
事
で
す
。

　
全
て
町
に
補
助
し
て
も
ら

う
、
議
会
に
助
け
を
求
め
る

だ
け
で
は
な
く
、
情
報
を
集

め
、
自
分
で
考
え
自
分
で
行

動
す
る
力
を
、
一
人
一
人
が

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
う

町
民
の
独
り
言
で
す
。

　
困
っ
た
時
は
集
い
、
酒
で

も
飲
み
ま
し
ょ
う

め
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
そ
う

や
っ
て
仕
入
れ
た
情
報
を
自

分
の
頭
で
考
え
て
い
く
ク
セ

を
つ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
会
社
の
上

司
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
す
る
、

そ
ん
な
時
代
は
終
わ
り
に
近

づ
い
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
、
家
や
街
で
こ
れ

だ
け
多
く
の
人
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
い
じ
っ
て
い
る
の

を
誰
も
想
像
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
人
間
関
係
や
家
族
制
度
も

変
化
し
、
今
の
常
識
が
十
年

　
　 
術
革
新
の
進
展
が
と
て

　
　  
も
早
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
登
場
で
社
会
の
仕
組
み
を

大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
の
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
中
の
す
ご
い
人
た
ち

が
私
た
ち
の
知
ら
な
い
う
ち

に
新
し
い
技
術
を
開
発
し
、

勝
手
に
世
の
中
を
変
え
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
な
の
で
老
若
男
女
で
き
る

だ
け
多
く
の
情
報
に
接
し
て

ほ
し
い
で
す
。
簡
単
で
す
。

　
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
だ

技

んみ な の 声

未来への心がけ

小林 亜玲
こばやし あれい

松本




